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平成 19 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、平成18年11月30日付「平成19年3月期 中間決算短信（連結）」にて発表いたしました、平成

19年3月期通期業績予想（連結・個別）を下記の通り修正しますのでお知らせいたします。 

記 

 
１．平成 19 年 3 月期通期の業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 

(１) 連結                                （単位：百万円） 
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
前回予想（Ａ） 84,700 27,000 34,000 
今回予想（Ｂ） 37,800 △5,500 10,100 
増減額（Ｂ－Ａ） △46,900 △32,500 △23,900 
増減率（％） △55.4％ － △70.3％ 
（ご参考）前年度実績

（平成 18 年３月期） 
48,506 △8,578 △12,713 

 
(２ ) 個別                                （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
前回予想（Ａ） 80,000 30,000 20,000 
今回予想（Ｂ） 34,000 △1,500 △3,700 
増減額（Ｂ－Ａ） △46,000 △31,500 △23,700 
増減率（％） △57.5％ －％ －％ 
（ご参考）前年度実績

（平成 18 年３月期） 
29,165 △5,805 △13,891 
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（３）通期業績予想修正の理由  
 （個別） 

 平成 19 年 6 月末までに推定 120 万台の 4 号機が全て 5 号機へ入替り、その約半数が 3 月末まで

に入替るものと想定しておりました。しかし 5 号機の設置比率がようやく 11.2％（※1）になったと

ころであり、3 月末時点では 28％程度にとどまるものと思われます。 
 このような状況の中、当社はゲーム性において市場から高い評価を頂き、3 万台超の販売実績を

上げた「サンダーＶスペシャル」をはじめ、第 3 四半期で 4 タイトルの新機種を販売し、これによ

り、5 号機における台数シェアは 24.5％（※1）となっております。 
当社は 6 月末までに 5 号機への入替が完了されなければならない状況であるため、市場に切迫感

があると判断し、年末から加速度的に 5 号機への入替が進むとの、強気の見通しを立てておりまし

た。しかしながら、実際は 11 月～2 月までの市場における 5 号機への入替は予想以上に緩やかに推

移したため、当初の製品販売スケジュールを見直さざるを得なくなりました。そこで、3 月に発売予

定であった強力なタイトルを、入替需要のピークにあたる 5 月～6 月の商戦に投入することといたし

ました。 
その結果、売上高、経常利益及び当期純利益は予想を下回るため、表記のとおり通期業績予想を

修正いたします。 
 

（連結） 
   連結業績予想につきましても、個別の修正理由に基づき、売上高、経常利益及び当期利益の予想を

修正いたします。 
なお、当社が 24.2％の株式を保有する持分法適用関連会社であるウィン・リゾーツ社（ＮＡＳＤ

ＡＱ：ＷＹＮＮ）の子会社であるウィン・リゾーツ（マカオ）が、マカオ特別行政区における営業

権サブライセンス（※2）を、オーストラリアのパブリッシング・アンド・ブロードキャスティング

社関連会社へ、9 億米ドル（約 1,000 億円）で売却いたしました。これに伴い、ウィン・リゾーツ社

が平成 18 年 11 月 7 日付で公表した第 3 四半期決算報告で、これを営業外収益として計上したため、

税引き後利益が約 6 億 8 千万米ドル（約 800 億円）となっております。当社は連結上、当第 3 四半

期でこの持分割合相当額を約 190 億円の持分法投資利益として特別利益に計上しております。 
また、ウィン・リゾーツ社は１株あたり６米ドルの特別配当を実施し、この支払が平成 18 年 12

月 4 日に当社 100％子会社である Aruze USA,Inc.に対して実行され、約 170 億円の現金収入となり

ました。ウィン・リゾーツ社が運営する 2 つのカジノリゾート「ウィン・ラスベガス」「ウィン・マ

カオ」につきましても、ともに好調な稼動を続けております。 
 

※1 Ｐ－ＷＯＲＬＤ調べ。平成 18 年 12 月 26 日時点。 
 

  ※2 ウィン・リゾーツ（マカオ）は、自身はライセンスを保有したまま、マカオ政府の承認を受け

た上で、他のゲーミング運営会社に営業権のサブライセンスを行うことが認められております。

今回の営業権サブライセンス売却後も、ウィン・リゾーツ（マカオ）は、平成 18 年 9 月にオ

ープンしたカジノリゾート「ウィン・マカオ」を継続して運営しております。 
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（４）期末配当予想について  
   期末配当につきましては、平成 18 年 11 月 30 日付「平成 19 年 3 月期期末配当予想の修正に関す

るお知らせ」にてお知らせしたとおり、50 円を予定しております。 
 

(注)上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後の様々な要因により予想数値と大きく異なることがあります。 
以上 


